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わが街 わが地区わが街 わが地区

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

総
会
・
記
念
講
演
を
３
月
30

日
、
堺
市
内
で
開
き
27
人
が

参
加
し
た
。

　

新
年
度
方
針
で
は
、
講
習

会
や
地
区
ニ
ュ
ー
ス
の
充
実

の
ほ
か
、
秋
に
実
施
さ
れ
る

堺
市
長
選
挙
に
つ
い
て
、
大

阪
都
構
想
が
堺
市
と
大
阪
府

に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
国
保
料
の
引
き

下
げ
や
口
腔
保
健
事
業
の
充

実
な
ど
、
会
員
と
市
民
の
要

求
を
実
現
す
る
立
場
か
ら
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
新
役
員
に
榊
原
肇
氏

（
堺
市
）、
平
野
權
榮
氏

（
同
）
を
新
た
に
選
出
し
た
。

　

総
会
後
は
、
市
立
堺
病
院

歯
科
口
腔
外
科
部
長
の
小
倉

孝
文
氏
を
招
き
、「
患
者
を

口
腔
外
科
に
紹
介
す
る
時
の

注
意
点
―
口
腔
粘
膜
疾
患
か

ら
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
ま

で
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演

を
開
き
、
口
内
炎
の
治
療
法

別
の
分
類
や
処
方
、
疼
痛
管

理
の
詳
し
い
解
説
が
あ
っ
た
。

堺
市
長
選
で
要
求
実
現
を

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
３
月

10
日
に
保
険
医
会
館
で
総
会

　

南
河
内
地
区
は
総
会
と
記

念
講
演
「
小
児
の
歯
の
外
傷

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

は
３
月
30
日
、
保
険
医
会
館

で
総
会
と
記
念
講
演
を
開
い

活
動
計
画
と
予
算
、
12
年
度

の
活
動
ま
と
め
と
収
支
報
告

体
的
な
症
例
を
通
じ
て
、
い

か
に
歯
髄
が
大
切
か
を
見

域
の
医
療
行
政
改
善
④
住
民

の
健
康
を
ま
も
り
医
院
の
活

め
て
」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。

年
度
評
議
員
を
選
出
し
た
。

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

相
談
事
例
を
示
し
解
説
し

た
。
16
人
が
参
加
し
た
。

を
承
認
、
会
員
に
と
っ
て
身

近
な
地
区
活
動
を
目
指
す
こ

せ
、「
こ
こ
ま
で
し
て
歯
や
歯

髄
を
保
護
す
る
の
で
す
よ
」

性
化
へ
向
け
た
健
診
・
健
康

教
室
―
―
な
ど
を
確
認
し

た
。
評
議
員
３
人
を
確
認

　

三
島
地
区
は
総
会
を
３
月

10
日
、
高
槻
市
内
で
開
き
、

「
会
員
と
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
、
地
区
活
動
の
更
な
る

活
性
化
に
取
り
組
む
」
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
２
０
１

３
年
度
活
動
方
針
を
決
め

た
。
12
年
度
活
動
報
告
や
収

支
報
告
・
予
算
、
役
員
体
制

を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
自
治
体

要
請
を
重
ね
た
結
果
、
高
槻

市
で
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

　

北
河
内
地
区
は
総
会
を
３

月
23
日
に
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
21
（
大

阪
市
中
央
区
）
で
開
催
し
、

30
人
が
参
加
し
た
。
挨
拶
し

た
南
唯
廣
地
区
責
任
者
は
、

会
員
に
役
立
つ
地
区
と
し
て

活
動
を
強
め
る
こ
と
を
表
明

し
協
力
を
求
め
た
。

　

総
会
で
は
、
枚
方
こ
ど
も

祭
の
健
診
や
医
科
歯
科
連
携

の
講
習
会
な
ど
の
活
動
を
報

告
、
役
に
立
つ
存
在
と
し
て

講
習
会
や
自
治
体
要
請
に
取

度
が
小
卒
ま
で
拡
充
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

方
針
で
は
、
①
ニ
ー
ズ
に

見
合
っ
た
講
習
会
②
社
会
保

障
拡
充
の
運
動
③
住
民
対
象

の
健
診
活
動
―
―
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

総
会
後
は
、
歯
科
医
師
で

時
代
小
説
家
の
上
田
秀
人
氏

（
八
尾
市
開
業
）
を
招
き
、

記
念
講
演
「
郷
土
の
武
将
を

通
じ
て
天
下
人
を
見
る
」
を

開
い
た
。

り
組
む
こ
と
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
活
動
総
括
・
方
針
」

と
「
予
算
・
決
算
」「
２
０

１
３
年
度
・
14
年
度
役
員
」

の
全
議
案
を
承
認
し
た
。

　

総
会
後
、「
歯
周
治
療
の

最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に
高
橋

貫
之
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
助

教
）
の
講
演
を
開
催
し
た
。

高
橋
氏
は
、
レ
ー
ザ
ー
の
活

用
方
法
や
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

歯
周
炎
の
治
療
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た
。

意
す
べ
き
感
染
症
と
し
て
Ｓ

Ｔ
Ｄ
（
性
行
為
感
染
症
）
に

つ
い
て
述
べ
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｄ
の

患
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

の
こ
と
で
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、

ヘ
ル
ペ
ス
、
淋
病
、
梅
毒
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
患
者
数
の
多
い

順
）
に
つ
い
て
、
豊
富
な
症

例
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
口
腔

領
域
に
現
れ
る
特
徴
的
な
症

状
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
は
無
症
候

で
推
移
し
、
口
内
炎
や
咽
頭

痛
で
歯
科
医
院
を
訪
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
口
腔
の
症
状
が

専
門
科
へ
の
受
診
を
促
す
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
と
し
た
。

　

人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
と

は
、
Ａ
群
連
鎖
球
菌
（
Ｇ
Ａ

Ｓ
）
の
こ
と
で
あ
り
、
川
端

氏
は
、
こ
の
菌
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
重
感
染

の
時
に
重
傷
化
し
死
に
至
る

場
合
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

し
た
マ
ウ
ス
に
非
致
死
量
の

Ｇ
Ａ
Ｓ
を
感
染
さ
せ
る
と
90

％
以
上
の
マ
ウ
ス
が
敗
血
症

に
よ
り
死
亡
、
そ
の
う
ち
20

％
が
壊
死
性
筋
膜
炎
（
人
食

い
）
を
発
症
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
発
症
に
至
る
機
序

は
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
大
阪
で
劇
症
型
Ａ
群

β
溶
連
菌
感
染
症
で
の
死
亡

例
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
患
者

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い

が
も
た
れ
て
い
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

大
阪
市
内
４
地
区
は
合
同

で
10
日
、
総
会
記
念
講
習
会

「
口
腔
領
域
の
微
生
物
感
染

症up-to-date

〜
人
食
い
バ

ク
テ
リ
ア
も
含
め
て
」
を
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
41
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
大

阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

口
腔
細
菌
学
教
室
教
授
の
川

端
重
忠
氏
が
務
め
た
。

　

人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
の
話

に
先
立
っ
て
川
端
氏
は
、
注

と
を
確
認
し
た
。

　

地
区
責
任
者
に
冨

本
昌
之
氏
（
港
区
）

を
新
た
に
選
出
し
た

ほ
か
、
評
議
員
・
地

区
役
員
を
承
認
し

た
。

　

総
会
後
は
、
大
阪

市
内
４
地
区
合
同
で

記
念
講
演
「
口
腔
領

域
の
微
生
物
感
染
症

up-to-date
〜
人
食

い
バ
ク
テ
リ
ア
も
含

と
問
い
か
け
た
。
参

加
者
は
外
傷
歯
の
最

新
処
置
が
理
解
で
き

た
と
好
評
だ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
１
年

間
の
活
動
を
報
告

し
、
①
要
望
の
あ
っ

た
講
習
会
へ
の
取
り

組
み
や
交
流
企
画
②

社
会
保
障
拡
充
を
求

め
る
運
動
の
展
開
―

―
な
ど
の
方
針
を
承

認
。
２
０
１
３
・
14

し
、
地
区
責
任
者
に

八
尾
市
の
矢
部
あ
づ

さ
氏
（
新
任
）
を
選

出
し
た
。

　

記
念
講
演
は
「
患

者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

す
る
『
技
術
』」（
日

経
Ｂ
Ｐ
社
）
の
著
者

・
尾
内
康
彦
氏
（
医

科
協
会
事
務
局
次

長
）
が
講
師
を
務

め
、
困
っ
た
患
者
へ

の
対
応
法
を
豊
富
な

を
開
き
、
①
大
阪
市

と
の
交
渉
に
向
け
た

要
望
内
容
の
検
討
と

各
区
へ
の
要
請
②
歯

科
と
全
身
疾
患
の
関

わ
り
か
ら
医
科
協
会

の
各
科
部
会
へ
の
働

き
か
け
③
地
域
で
の

歯
科
健
診
の
実
施
④

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対

象
の
各
種
講
習
会
の

開
催
―
―
を
柱
と
し

た
２
０
１
３
年
度
の

最
前
線
」
を
３
月
23

日
、
保
険
医
会
館
で

開
い
た
。
講
師
は
、

大
阪
歯
科
大
学
の
有

田
憲
司
教
授
が
務

め
、
20
人
が
参
加
し

た
。

　

有
田
氏
は
、
外
傷

歯
の
治
療
法
を
解
説

し
、
①
固
定
法
②
脱

臼
歯
の
処
置
③
破
折

歯
の
処
置
な
ど
の
事

例
を
紹
介
し
た
。
具

た
。
総
会
で
は
、
２

０
１
１
・
12
年
度
活

動
の
ま
と
め
と
13
・

14
年
度
方
針
、
決
算

・
予
算
を
承
認
し
た
。

　

活
動
の
ま
と
め
で

は
、
会
員
訪
問
活
動

や
住
民
健
診
・
健
康

相
談
な
ど
を
報
告
。

方
針
で
は
、
①
地
区

会
員
間
の
交
流
②
医

科
歯
科
連
携
③
他
団

体
と
連
携
を
強
め
地

責任者に冨本氏を選出

「小児の外傷歯」で講演

新地区責任者に矢部氏

大阪市西部地区

南河内地区

東大阪・八尾・柏原地区

会
員
間
の
つ
な
が
り
強
化

各地区総会記念講演。上か
ら、大阪市４地区（３月10
日）、三島地区（３月10日）、
南河内地区（３月23日）、
北河内地区（３月23日）、
堺・高石・和泉地区（３月
30日）、東大阪・八尾・柏
原地区（３月30日）

各
地
区
で
12
年
度
の
総
会
を
開
く

役
立
つ
地
区
と
し
て
活
動

感
染
症
の
口
腔
症
状
を
解
説

三
島
地
区

北
河
内
地
区

重
症
化
で
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も

大阪市４地区
総会記念講演

　協会の各地区は３月30日までに
総会を開き、活動方針や予算、役員
体制などをそれぞれ確認した。６
地区の総会・記念講演を紹介する。

方
針
や
新
役
員
体
制
な
ど
を
確
認


